


ご あ い さつ
埼玉県知事 上 田
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第 20回彩の国埼玉檸の祭典が盛大に開催 されますことを、心か らお

祝い申し上げます。

埼玉県太鼓連盟の皆様 には、長年にわた り、和太鼓の普及 ・発展 に貢

献 していただいておりますことに、深 く敬意 と感謝の意を表 します。

和太鼓は、古来、神事や祭礼において、 または情報伝達手段 として利

用 され るなど、大変古い歴史 をもっています。伝承、伝統音楽 としての

和太鼓のほか、今では新たに創作太鼓が加わ り、音楽の一分野 としての

和太鼓も確立されております。また、近年では家庭用ゲーム機でも扱われ、親 しみやすい楽器

であります。

こうして子どもから大人まで誰もが楽 しめる和太鼓は、個人演奏だけでなく、グループで打

つことにより、アンサンブルの楽しさを味わうことができ、全力・全身で打つというスポーツ

の要素も多分に含まれています。

今回出場される皆様には、日頃の練習の成果を存分に発揮され、素晴らしい演奏を披露され

ることを期待 しております。

御来場の皆様には、秩父 ミューズパークの野外ステージに響き渡る壮大な演奏を存分にお楽

しみください。

県といたしましても、県民の皆様自らが文化芸術活動に親しめる環境づくりに取 り組み、文

化芸術でつくる心豊かで活力ある埼玉づくりを進めております。どうか皆様には引き続き、伝

統芸能の継承を通じ、埼玉県の文化振興によリー層のお力添えを賜 りますようお願い申し上げ

ます。

結びに、本祭典の御成功と埼玉県太鼓連盟の限りない御発展、御参会の皆様の御健勝を心か

ら祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

ご あ い さつ
埼玉県太鼓連盟会長 高 野 右 吉

埼玉県太鼓連盟は平成 3年、故井関君夫初代会長 らの御尽力によって

結成 され、翌年には第 1回 埼玉檸の祭典を開催 し、本格的な活動をスタ

ー トさせました。以来、本年を以って 20周年を迎え、この度、新緑萌

える秩父 ミューズパーク野外ステージに於いて記念すべき第 20回彩の

国埼玉檸の祭典を開催する運びとなりました。

和太鼓は古来より日本人に親 しまれて育まれきた伝統文化であります。

現代社会ではこの伝統文化を学校教育に取 り入れる動きも活発化 してお

り益々その活動域が広がりつつあります。

男女を問わず幼児からお年寄 りまで参加 して楽 しむことが出来る和太鼓はまさに生涯スポー

ツと言っても過言ではありません。本日は県内各地で活動するさまざまな太鼓団体が秩父に終

結 し、自慢の技を競演致します。お時間の許す限り和太鼓の真髄を御堪能いただければ幸甚に

存ずる次第でございます。

今後も和太鼓を通じ青少年の健全育成と貴重な文化遺産の継承に努めていく所存でゴざいま

す。埼玉県太鼓連盟に対 し、何卒益々の御指導、御鞭撻を賜 りますよう心よりお願い申上 |プ ま

す。おわりに本祭典開催にあたり、埼玉県・秩父市をはじめ関係各位の皆々様の算支援、個協

力に深甚なる感謝を申し上げます。
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由 来

昭和 60年に青少年健全育成と伝統芸能である和太鼓の伝承と発展を目的として会を発足

させました。現在の会員は地元伊奈町にとどまらず、近隣の市からも太鼓好きの子供達が参

加して幼児から大人までが一緒になって練習や演奏活動に取り組んでいます。また、保護者

のみなさんにもご協力いただいて会を運営しております。

●代表者 小浜 忠良

●倉1 立  日召本日60年

●代表者  山口 博明

●創 立 平成 6年

●住 所 北足立郡伊奈町小室 2

● 丁 EL 048-722-39
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由 来

仙元太鼓は平成 6年に和太鼓を楽 しみたい仲間が集い発足 した会で、練習場所や指導者 も

いない状態でのスター トでしたが、今では埼玉県の大鼓団体の中でも大所帯の団体に属する

ようになりました。曲風は明るく楽 しいノリが良く、幅広い人々に共感を得 られる様な演奏

を心がけています。元気いっぱいの太鼓をお楽 しみ下さい。

●住 所  比企都小川町東小川 6-9-1
● 丁EL 0493-72-6109
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由 来

当地区には明治初期に建造された荘厳華麗な3台の屋台が道の駅「はなぞの」に格納、展

示されております。毎年 10月 の「深谷小前田屋台まつりJに は秩父往還道路を屋台囃子の

音と共に提灯を灯して曳行します。各種出演や慰問等を重ねつつ県文化ともしび賞や農村地

域文化賞等を受賞。会の活動はNHKテ レビやラジオなどでも紹介されました。

●代表者 石塚 英信

●創  立  日召禾口57`ト
●住 所  深谷市小前田 1703-2
● 丁EL 048-584-1000

●住 所  川国市上青木 1-3-36ハ イス トンハイツ608
● 丁EL 048-258-2457

由 来

川口南龍太鼓は、江戸時代から伝わる川国の郷土芸能である「初午太鼓」を継承し、また、

次世代の太鼓演奏に力を注ぐ太鼓グループです。故井関君夫埼玉県太鼓連盟初代会長と、井

関あきこ現代表により、平成 7年に創設され活動しています。現在、国内はもとより海外で

はカンボジアにおいてプノンペン太鼓を創設し、活躍しています。

●代表者 井関あきこ

●創 立 平成 7年
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由 来

私たち初午太鼓会は、地元の太鼓 として昨年 40周年を迎えました。青少年の健全な育成
を目標に創設当時より多くのOBを輩出し、先生 も当太鼓会出身です。今年は天王州アイル

にある日本郵船 ミュージックライブ納涼祭にも出演 しました。多くの出演を通 し子どもたち
の太鼓技術の向上、社会貢献の出来る大人となる様励んでいます。

●代表者 河野  勇

●倉」 立  日召不口46年
●住 所  川国市上青木西 5-11-3-103
● 丁EL 048-268-0386

テーマ
「

|よ

主催 埼玉県

由 来

和太鼓を幼児教育の一貫で取り組んでいる、川越市認下外保育園「ふじ保育園」の卒園児・

保護者の希望で、幼児 。青少年を対象に 〔和太鼓教室〕として1993年 創立。2003年
初の自主公演を開催。その後本格的に演奏活動に目覚め現在に至る。会員 70名。2006
年ジュニアチームを発足。 2008年 ジュニアコンクール出場。2013年 8月 、創立 20
年記念公演を開催予定。

●代表者 高橋 一代  ●住 所 川越市大仙波973-8
●創 立 平成 5年    ●TEL 049-224-1281
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由 来

平成 2年 7月 “北本に新しい文化の創造と青少年に夢と感動の機会を"を スローガンに文

部省委嘱の「ふるさと事業」として第一歩を踏み出しました。その後北本市の委嘱事業「青

少年ふるさと学習事業Jの一環として活動しています。名称は樹齢800年といわれる日本

五大桜の天然記念物 “蒲ザクラ"か ら項戴しています。

●代表者 島田 忠佑

●創 立 平成 2年
●住 所  北本市宮内 2-102
● 丁EL 048-591-3268

由 来

ぎんびろ「秩父のまつり」は秩父音頭 。秩父盆踊り唄・豊年夫婦舞・秩父屋台囃子と祭り

獅子で構成、秩父の祭りの情緒をお楽しみいただける演しものです。子どもたちが唄と踊り

と太鼓に熱演・力演します。ご声援お願いいたします。会名の「ぎんごうびろばあ」は秩父

にゆかりのある「いちょうJの学名 (ラ テン語)です。

●代表者 新井  栄     ●住 所 秩父郡皆野町皆野 1364
●倉」 立  日召不口5年 (改名55年) ●丁EL 0494-62-0242
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由 来

1973年 、熊谷青年会議所のメンバーが中心となり、結成されました。結成当初は、お

寺や神社の太鼓をお借りしながら活JJJを 行っておりましたが、徐々に太鼓の数を増やしてゆ
き現在の活動が出来るようになりました。会の名称については、熊谷市内に残る陣屋跡にち
なみ「熊谷陣屋太鼓保存会」と名づける事といたしました。

●代表者 林  忠司

●倉」 立  日召不日50年

●代表者 渋澤 保幸

●創 立 平成 3年

●住 所 熊谷市月巴塚 695-4
●丁EL 048-526-2246

児玉邸上里‖
J‐ 大字 大御堂 92-1

0495-33-5444
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由 来

当会は、公民館の和太鼓教室がきっかけで有志が集い、平成 3年に結成され、昨年 12月
には20周年記念演奏会を行いました。会の名称は、上里‖∫が青、武蔵の国の乾の方角にあ

ったことから「乾武」と呼ばれていたことと、‖Iの 自然と言えば「神流川」であり、その二
つを組み合わせて名付けました。

●住 所

● 丁 EL
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由 来

越谷太鼓社中は、 1984年 に越谷市長より「越谷太鼓Jの名を戴き、正式に小山流越谷

太鼓社中を発足させました。以来、伝統を守り続けるとともに、太鼓を通じて会員相互の親

睦を図り、子どもの会員には心身共に健全な発育を願い、会員達が協力して指導に力を入れ

ております。市の行事、慰間、ボランティア等で幅広く活動しております。

●代表者 小山喜代子  ●住 所 越谷市越ヶ谷本町11-22
●創 立  昭和 59年   ●丁EL 048-962-2565

由 来

1980年 の夏、「各地の太鼓をたたいてみたい」ということで、 8名程で発足した。メン

バーは都内や県内に住んでいたので発足当初は池袋で練習をしていました。その後、川越、

上福岡と練習の場は移り、現在は上福岡を拠点にしています。発足以来、日本各地の太鼓や

踊りに取り組み、現地にも見学に行ったりして楽しんでいます。毎週木曜日午後 8:00～
lo:00ま で上福岡の西公民館で練習しています。

●代表者 長堀 泰久   ●住 所 富士見市下南畑3131-1
●創 立 昭和 55年   ●丁EL 049-253-1804
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畠山重忠公は武蔵国畠山 (現在の深谷市畠山)に生まれ、文武両道に秀でた心の優しい武

将で、また大変な力持ちであったと云われ「一の谷の合戦」のひよどり越えで傷ついた愛馬

を背負い崖を下ったと云われる逸話は有名です。重忠太鼓はその威徳を偲び、子々孫々へ伝

承、継承する為、重忠公の生涯を太鼓の音曲で表現した創作太鼓として誕生しました。

●代表者 福島 健一  ●住 所 深谷市田中2401-1
●創 立  昭和 63年   ●丁EL 048-583-2776

―_

織
公

由 来

昭和 29年、無形文化財秩父屋台囃子保持者、高野右吉が後継者育成のため保存会を結成。

演奏活動は、秩父夜祭り、日本万国博、つくば博、NHK「郷土芸能の祭典」、国立劇場「日

本の大鼓」等に出演。昭和天皇皇后両陛下の天覧、皇太子殿下の台臨を賜る。海外では、ア

メリカ、中国、ロシア等で演奏、絶賛されている。

●代表者 高野 右吉  ●住 所 秩父市滝の上町11-11
●倉」 立  昭和 29年   ●丁EL 0494-24-2111
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由 来

玉川陣屋太鼓は、玉川郷と日影村、五明村、田黒村が合併して以来 100周年を記念して、

平成元年に作られました。かつての玉川郷は徳川幕府の直轄地であり、玉川陣屋が置かれ、

近郷 50余か村を支配する重要な土地でした。この玉川陣屋を忍ぶと共に、地域の発展や活

性化を目指して、組太鼓を中心とした創作和太鼓が結成されました。

●代表者 小川 芳男  ●住 所 比企郡ときがわ町五明1120
●創 立 平成元年   ●TEL 0493-65-5506

由 来

若葉会は昭和 29年、秩父市と秩父観光協会が秩父の宣伝広告塔として設立 した唯一の郷

土芸能団体です。秩父でも最も古い団体で、各町会の打ち手を集めた技術の高いチームです。

年間 80回の出演を数えたこともあります。NHKは じめTV出演も数多く国立劇場、万博、

国民文化祭等イベン ト出演も多数あります。海外公演 もスウェーデン、ス トックホルム、チ

ェコスロバキア、韓国等人気を博 し好評でした。

●代表者 高橋 利雄   ●住 所 秩父市上町 2-11-3
●創 立  昭和 29年   ●丁EL 0494-23-5701
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頃は、文政5年。時の勘定奉行遠山左衛門尉景晋が「二郷半領籠訴事件」の事後処理のた

め越ヶ谷宿を通りかかると、時まさに村祭りの真っ最中。しばし足を止めた遠山奉行、「う～

む。農民の太鼓にしては、なかなか力強いものがある。まるで馬が天にも駆け昇るような勢

いじゃ。」それから誰言うとなく天馬太鼓の名が伝わったと言う。

●代表者 高橋敬佐都

●倉」 立 平成 4年

譲
減
お
ば
れ
恭

由 来

旧南河原村の村制 100周年を記念して創作した “村おこし太鼓"で ある。郷土出身の武

蔵武士河原太郎、次郎兄弟の「一の谷の合戦」における活躍を和太鼓で表現したものである。

曲は戦後のジャズ全盛時代の花形 トランペッター松本文男氏の手によるものである。行田市

に合併後は歴史の里行田の郷土芸能として活動している。

●代表者 三澤  茂   ●住 所 行田市南河原2634
●創 立 平成元年   ●丁EL 048-557-0409
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由 来

会が所在する鶴ヶ島市「脚折地区Jで、 4年に一度行われる『雨乞い行事』のメインステ
ージである (雷電池)の御神体 “龍神"の決して全貌を現わすことのない神秘性、極まる事
のない変化は、創作太鼓の創造性に合うもので、この龍神の強さ、素晴らしさを常に忘れる

事のないように「武蔵流龍神太鼓」と命名致しましたЭ

●代表者 平林 昭人

●創  立  日召不口56`千
●住 所  鶴ケ島市脚折 1484-89
● 丁 EL 0492-85-4674

由 来

寄居玉淀水天宮祭「船山車」→ 8月 第 1土曜日。寄居秋まつり (宗像神社例大祭)「山車」
→ 11月 第 1日 曜日と前土曜日、等の歴史ある寄居のお祭りをメインに各種団体・組合等の

イベントにも参加するなど地域のメンバーを中心に活動しています。創立は歴史があるだけ
に諸説あり不明で平成 10年に改名し現在に至ります。

●代表者 夏川 隆義  ●住 所 大里郡寄居町寄居636-8
● 倉」 :立  不明 (平成10年改名)(Dtt E L 090-8892-3001
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由 来

駒王太鼓は嵐山町が生誕の地として知 られる源義仲公 (幼名 :駒王丸)に 由来 します。義

仲公の波乱に満ちた生涯を太鼓で表現 し、創設以来、嵐山町の伝統芸能として後生に伝承 さ

れることを常に念頭に置き、嵐山太鼓祭 りを始め、町内外の企業の記念式典、小中学校等、

イベン トでの大鼓演奏を積極的に行っています。現在は25名 の会員で、週 2回の練習に励
みながら県内外の演奏活動や子ども達への指導を通じ太鼓の普及にも努めています。

●代表者 島田  汗   ●住 所 比企都嵐山町杉山658
●創 立 平成 2年 ● 丁 EL 0493-62-6151

由 来

昭和 40年設立。互いに力強さと技を研鑽し発展していこうとの意味を込め龍虎太鼓と名
付ける。盆太鼓を自らの源流と定め、技を練磨し、心に響く太鼓を舞うがごとく打つ「鼓響
舞」を基本とした動き、さばきの動的要素をもつ躍動感あふれる新しい日本太鼓を創作しこ

れを修練しつつ、伝統芸能伝承を目指す。

●代表者 麻生 信夫

●創 立 昭和40年
●住 所  川国市上青木 1-14-39ウ インザーハイム 1018
● 丁EL 048-255-7864
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●埼玉県太鼓運盟創立までの歩み

平成 2年  4月  9日  連盟創立をめざし県内太鼓団体に教育委員会を通じて資料を配布

平成 2年 10月 13日  第 1回埼玉県太鼓連盟治J立準備会 (川 国産業会館会議室)

平成 3年  1月 26日  第 2回創立準備会 (大宮ソニックシティー706号室)

平成 3年 5月 24日  創立総会 (浦和平安閣鳳凰の間)21団 体 初代会長 井関君夫

●埼玉県太鼓連盟公認師範制度を設ける

平成 12年 9月 17日  埼玉県太鼓連盟の独自の認定制度として所属団体のリーダーもしくは指

導、育成にあたるサブリーダーを対象に講習会参加と連盟主催行事への

協力を条件に表記の資格を認定することになった。第 1期公認師範とし

て 38名が認定された。以後、毎年 1回講習会を開催 し、認定者の更新

と新規認定者を決定している。

●埼玉県太鼓運盟組織 (平成24年 3月 現在)

会  長     高野 右吉

会長代行     堀江 幸夫

副 会 長 (広  報)三澤  茂

副 会 長 (事務局長)島田  浄

会  計     平林 昭人

理  事     小浜 忠良

理  事     石塚 英信

理  事     福島 健一

理  事     河野  勇

理  事     久保  裕

監  事     長堀 泰久

監  事     山口 博明

事務局補佐    井関あきこ

(高野右吉と秩父社中)

(天馬太鼓)

(武蔵あばれ太鼓 )

(嵐山町駒王太鼓愛好会)

(武蔵流・龍神太鼓)

(伊奈町綾瀬太鼓)

(小前田上町屋台囃子保存会 )

(重忠太鼓保存会 )

(川 口初午太鼓会)

(乾武神流川太鼓)

(魁太鼓集団)

(小川町仙元太鼓保存会)

(川 口南龍太鼓)

秩父市

越谷市

行田市

嵐山町

鶴ヶ島市

伊奈町

深谷市

深谷市

川国市

上里町

ふじみ野市

小川市

川口市

●埼玉県太鼓連盟本部

埼玉県秩父市滝の上町 11の 11(高野右吉会長宅)0494(24)2111
※ 平成 24年度は役員改選期となります。新体勢となる予定です。

埼玉県太鼓連盟では随時加盟団体を募集しております。

県内の和太鼓団体の皆さん、参加をお待ち申し上げて

おります。組織として伝統文化を守っていきましょう。
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●彩の国埼玉

回 数

第 1回  平成

第 2回  平成

第 3回  平成

第 4回  平成

第 5回  平成

第 6回  平成

第 7回  平成 1

第 8回  平成 1

第 9回  平成 1

第10回  平成 1

第11回  平成 1

第12回  平成 1

第13回  平成 1

第14回  平成 1

第15回  平成 1

第16回  平成 1

第17回  平成 2

第18回  平成 2

第19回  平成 2

第20回  平成 2

祭典

月   日         会   場

4年 2月 13日  川口市民会館

5年 2月 21日  行田市産業文化会館

6年 1月 30日  狭山市民会館

7年 2月 12日  越谷市民ホール

8年 2月 25日  北本市文化センター

9年 2月  2日  秩父宮記念市民会館

0年 2月 15日  嵐山町国立婦人教育会館

1年 2月 14日  パス トラル加須

2年 2月 13日  花園町ア ドニス

3年 2月 11日  川口市 リリア

4年 2月 10日  川本町コミュニティセンター

5年 3月 23日  桶り|1市民ホール

6年 2月 22日  岩槻市福社会館

7年 1月 30日  ワープ上里

8年 2月 19日  熊谷文化倉J造館さくらめいと

9年 3月 18日  桶川市民ホール

0年 3月 16日  三芳町コピスみよし

1年 9月 13日  行田市産業文化会館

3年 3月 13日  川越市民会館 (東 日本大震災のため中止 )

4年 4月 22日  秩父 ミューズパーク野外ステージ

参加団体 `

20
20
20
22
20
14
16
14
15
28
15
15
13
13
27
15
11
14
10
19

●太鼓講習会・演奏会 (全国大会等)

月   日        内  容       会   場

平成 9年  3月  2日   埼玉県太鼓連盟講習会    嵐山町海洋センター

平成 10年 3月 14・ 15日  第 1回 日本太鼓全国講習会   埼玉県民活動総合センタ■
|

平成 20年  2月 24日   第 1回関八州太鼓まつリ    ヌエック国立女性教育会館

平成 20年 10月 25。 26日  第 41回 日本太鼓支部講習会  ヌエック国立女性教育会館

平成 22年  3月 21日    第12回日本太鼓ジュニアコンクール 大宮ソニックシティー

埼玉県太鼓連盟内に0日本太鼓連盟埼玉支部があり、全国大会開催や各種関連行事のサポ■ド等

に取り組んでおります。

県連創立当初より、組織運営の中心となって活動されてきた堀江幸夫会長代行が、創立20自年

を前に去る3月 17日 逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。      |  |
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